[image: image1.emf]
●「EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(ゴロクイチ),五六市)」名前の由来はご存知でしたか

　　□知っている　　□知らない


●お住まいはどちらですか　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□枚方市　　　□その他　(　　　　　　市)

●五六市に来たのは何回目ですか
　　□初めて　　□２回目　　□３～５回　
　□６回～１０回　　□ほぼ毎回

●来場のきっかけは何ですか
□ちらし　→（設置場所名　　　　　　　　　)　
□広報ひらかた

□情報誌等　→（情報誌等の名前　　　　　　　　　　　　)

□人から聞いた→□友人　□家族　□出店者　□スタッフ　□その他（　　　　　　　）
□偶然通りかかった、近所だから

□その他　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

●今後また、五六市に来られますか
　　□また来たい　　□来るかも　　□わからない　□来ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●五六市のブログを見たことがありますか
　　□知らない・見たことがない　　□数回見た　　□たまに見る　　□よく見る

●ご意見・感想等ございましたら、ご自由にお書きください。



●五六市のイベント(太極拳体験、人形劇等)に参加したことはありますか
　　
　　□ない

□ある　→　・参加イベント名を教えてください。

　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　
・イベントの内容はいかがでしたか
□大変満足・良かった　　　□満足　　　□普通　
□不満足　□大変不満足・つまらない
　　　　　　　　・イベント内容についてご意見感想等ございましたら、お書きください。


●今後どのようなイベントがあれば良いと思いますか
　　□音楽ライブ・コンサート等　
→　ジャンル（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□手作り体験・教室　

→　体験したい内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□子ども向けイベント　
→　ジャンル等　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　□その他　具体案等ございましたら、お書きください。　
　
●あなたの性別と年齢を教えてください。
　　□女性　　□男性

　　□１０歳未満　□１０代　□２０代　□３０代　□４０代　５０代　６０歳以上

　
現在、五六市の会場になっているあたりが東海道五十七次　五十六番目の宿場「枚方宿」でした。東海道は、一般的に江戸と京を結ぶ、品川宿～大津宿の五十三次と呼ばれていますが、伏見・淀・枚方・守口の宿場四カ所を含め、五十七次で江戸～大坂を結ぶ街道です。枚方宿は、淀川の港町として栄えてきた商人の町でもあり、淀川を行き交う三十石船に悪口雑言をなげかけて食べ物などを売る“くらわんか舟”も活気をもたらしていました。�


枚方宿地区まちづくり協議会では東海道五十六番目の宿場町であった歴史を大切に、枚方宿の魅力の発信とにぎわいづくりをめざしています。


人々で賑わう当時のように盛上げようと地域住民で協力し合い、「枚方宿くらわんか五六市」を開催しています。





こちらをぜひ読んでみて！





※裏面のイベントアンケートにもご協力お願いいたします。











ご協力ありがとうございました。














